
１．地形                   

本市は、南北 19.1km、東西 14.3km にわたり、ひょうたん状の形をなしています。 

その中央部を東西に六甲山系が横断し、これを境にして南部地域は東西につながる市街地が広がり、また北部地域は従

来農村地区として発展してきました。 

2018 年（平成 30 年）現在、西宮市の面積は 100.18 平方 km です。このうち、六甲山系以南の本庁・鳴尾・瓦木・甲東地

域が 51.75 平方 km、以北の塩瀬・山口地域が 48.43km を占めており、六甲山系によって西宮市は南部地域と北部地域に

ほぼ二等分されています。 

地形は、海抜－0.6m（東鳴尾町 1 丁目 97 の 1）から、標高 898.6m（山口町船坂・後鉢巻山山頂）に及ぶ高低差があり、

起伏に富んでいます。また市域総面積の 7 割あまりが中北部一帯に展開する山地であり、阪神間の貴重な緑地ゾーンと

なっています。西宮市の河川は、東六甲山地を中心として放射状に流れ、夙川、東川、新川などの小河川を除けば、すべ

て武庫川水系に属しています。 

 

 

２．気候                   

本市は、地形状南北に長く、その中央を六甲山系が横断しているため、気象条件は、山間部に属する北部と、大阪湾

に臨む南部とではやや異なりますが、その特性は、おおむね瀬戸内海性気候を示し、晴天が多く、気候は温暖です。また、

南部地域では、顕著な海陸風が見られます。南部と北部では年間平均気温は 1～2℃程度異なり、南部地域では雨となっ

ていても北部地域では雪が降っていることもあります。 

ここ数年間の市内の平均気温の推移をみると横ばい傾向にありますが、観測開始からみると平均値および最高値は上

昇傾向にあります。降水量については、夏季は多雨、冬季は少雨の傾向がありますが、近年では、夏季にゲリラ豪雨と呼

ばれる短時間に数十ミリの猛烈な雨を観測することが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．西宮市の環境の概況 
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３．人口                   

2018 年（平成 30 年）10 月 1 日現在の西宮市の人口は 488,127 人（214,892 世帯）です。 

1995 年（平成 7年）１月の阪神・淡路大震災前の人口は約 42 万人でしたが、震災後は一時約 39 万人まで減少しました。

しかし、震災復興と共に人口は回復し、2000 年（平成 12 年）10 月の国勢調査では 438,105 人と震災前の人口を上回るこ

ととなりました。2015 年（平成 27 年）10 月の国勢調査では、若い世代の増加に伴い、487,850 人まで増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31313131



４．土地利用                   

本市の市街地は、戦前には阪急電鉄神戸線以南の駅周辺地域に限られていましたが、戦後、特に 1950～1960 年代

に、戦災復興の土地区画整理事業により阪急電鉄神戸線以南地域が全面的に都市化するとともに、以北地域において

も農地が著しく減少し、住宅地が拡大されました。2009 年（平成 21 年）頃までは、農地が減少し、宅地は増加する傾向に

ありましたが、それ以降は土地利用状況に大きな変化はみられません。 
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５．農業                   

大阪・神戸の消費地をひかえる本市の農業は、軟弱野菜の栽培を中心に行っています。2015 年（平成 27 年）農林業セ

ンサスによると、市内の 2015 年度（平成 27 年度）の自給的農家および販売農家は合わせて総数 359 世帯となっており、

2005 年度（平成 17 年度）と比べ、10 年で約 20％減少しています。近年では高齢化や後継者不足等の影響により、自家

消費的性格の強い農家が過半数を占めています。 

販売農家は 172世帯あり、このうち専業農家が 58世帯、兼業農家が 114世帯で、約 66％が兼業農家となっています。

また、経営耕地面積は 132ha で、農家戸数の減少に比例して、経営耕地面積も減少傾向にあります。 
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６．工業                   

2014 年（平成 26 年）工業統計調査によると、市内の製造業事業所数は 177 事業所（4 人以上の事業所）、従業者は

9,676 人、製造品出荷額等は約 3,109 億円です。そのうち飲食料品製造業は、本市の大きな特徴を示すものであり、年間

製造品出荷額等における飲食料品製造業は全市の約 63％を占めています。また、西宮市の地場産業である清酒製造業

は、2016 年度（平成 28 年度）において、全国の課税移出高の約 7.8%を占めています。 
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７．商業                  

2014 年(平成 27 年)商業統計調査によると、本市の商店数は卸売業 438 店、小売業 2,019 店となっています。年間商

品販売額は約 10,268 億円となっており、卸売業の年間商品販売額は著しく増加傾向にあります。 

また、卸売業の年間商品販売額が、小売業の販売額を上回っています。本市は、大阪、神戸の商業集積地の中間に

位置することなどから、購買力の市外流出が見られます。 
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